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研究成果の概要（和文）：本研究では、イカ類の他者認知と社会構築を、アオリイカを主対象に行動学的に読み解くこ
とを試みた。その結果、アオリイカが自種に強い関心を示すこと、同種個体を識別していること、摂餌行動など他個体
の振る舞いを注意深く観ていることなどを確認した。また、自種に対する嗜好性や他者を見る視覚能力は孵化後の時間
経過に伴い強化、発達することを確認した。さらに、種間比較の観点からトラフコウイカを調べ、他者認知と関連して
視覚能力が孵化後に整えられて行くことを確認した。

研究成果の概要（英文）：I investigated, based on behavioral experiments, conspecific recognition and socia
l formation of oval squid. The following founding was obtained. Oval squid prefer conspecifics to other sp
ecies. Oval squid can recognize an individual of schoolmates. They usually pay attention to reaction of co
nspecifics, such as hunting behavior. Anatomical study indicated that vision, a basement for formation of 
social recognition, ontogenetically develops during early life phase of oval squid. Similar situation occu
rs in Pharaoh cuttlefish that is asocial species. These founding would be basic knowledge for understandin
g social system of squid. 
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１．	 研究開始当初の背景 
	 社会というシステムを、構成員個々の脳の
働きとその繋がりと捉える考え方が「ソーシ
ャルブレインズ（社会脳）」であり、ヒトの
心を理解する上で近年注目されている。一方、
社会集団の中で他者を明確に識別してその
属性を理解する能力が「他者認知」であり、
これは社会を構築する上での重要な基盤と
なる。イカ類は、相対サイズで見れば高等脊
椎動物に比肩し得る巨大脳と、ヒトに類似し
たレンズ眼を有している。これらを反映し、
イカ類は、学習・記憶能、体色変化によるコ
ミュニケーションなど、高次の認知行動を表
出する。研究代表者は水産重要資源であるイ
カ類の適正な資源管理と完全養殖のための
基礎研究を進め、代表的な沿岸性イカ類であ
るアオリイカを対象に、本種が群れという社
会システムを、構成個体が高次脳機能を駆使
して維持している概観と骨子を明らかにし
て来た。そこで、次なる課題として、イカ類
が群れ構成員を互いにどのように見分け、認
識し、振る舞うのかという、社会形成の基盤
となる他者認知の機構を解明することと位
置付けた。 
 
２．	 研究の目的 
	 本研では、重要な水産資源種を多く含むイ
カ類の他者認知の能力に焦点を当てた。イカ
類は相対サイズが高等脊椎動物に比肩し得
る巨大脳とヒトに類似したレンズ眼を有し、
高次脳機能を示す。本研究は、イカ類に見ら
れる高次脳機能が社会性に関連して発達し
たとの発想のもと、同種個体より成るイカ類
の複雑な群れの社会について、その形成と維
持に深く関わると思われる同種個体を見わ
ける能力、すなわち「他者認知」を、社会は
究極的には複数個体の脳と脳が織り成すネ
ットワークであるという「ソーシャルブレイ
ンズ（社会脳）」の視点を導入し、他者の心
を読む「心の理論」の考え方や視覚発達にも
注目しつつ読み解くことを目的とした。 
 
３．	 研究の方法 
	 本研究では以下の３項目を実施した。 
(1)他者認知の機構の解明：アオリイカは自種
に対する嗜好性をもち、種認知を行い得る
か？同種の個々体を見分けることができる
のか？という点を、自種・他種提示実験、馴
化・脱馴化実験により明らかにした。また、
アオリイカは、他者のことをどのくらい注視
するのか？という点を、集団下での摂餌場面
について観察した。 
(2)他者認知の発達過程の解明：アオリイカは
群れ内の個体をいつ頃から個々に認識する
のか？という点を、種認知と他者を注視する
様子を観察して調べた。さらに、他者認知の
基盤となる視覚の発達を眼の解剖学より精
査した。 
(3)他者認知の種間変異の解明：アオリイカと
は社会性の発達度合いが異なるトラフコウ

イカについて、他者認知の基盤となる視覚の
眼の解剖学的観察と行動実験から探ること
により明らかした。 
	 
４．	 研究成果	 
	 ３つの研究項目について、以下の成果が得
られた。	 
(1)他者認知の機構：アオリイカに自種と他種
を提示すると、自種に対して強い関心を示す
ことを確認した。また、同種との対面実験か
ら、アオリイカが同種個体を識別している可
能性を確認した（図 1）。さらに、アオリイ
カが自種の行動を注視するのか観察し、集団
中の他個体の摂餌行動を注意深く観ている
ことを確認した。	 

図 1	 アオリイカにおける対面実験.（実験水
槽を上から見たところ。同一個体を対面させ
ると関心が低下するが[上]、新規個体と対面
させると再び強い関心を示す	 [下]ことから、
本種が同種個体を識別していることが分か
る）	 
	 
(2)他者認知の発達過程：アオリイカの種認
知の発達過程を観察し、30 日齢より自種に対
する嗜好性が強くなることを確認した。また、
他者認知と視線注視の発達について、集団中
のアオリイカを観察し、他者認知と視線注視
が生後の比較的早い段階から発現すること
を確認した。さらに、アオリイカの眼は、孵
化後の時間経過に伴いレンズ径が増すとと
もに、視細胞が伸長し、視精度が高くなるこ
と。すなわち、視覚能力が孵化後に整えられ
て行くことを確認した（図 2）。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
図 2	 アオリイカにおける網膜組織の発達過
程．（日齢の発達に伴い、視細胞が伸長する
様子が分かる；ヘマトキシリン・エオシン染
色）	 
	 
(3)他者認知の種間変異：トラフコウイカで
は、110 日齢にかけて視認距離が伸び、視細



胞密度が局所的に増加するなど、アオリイカ
と同様に生後の時間経過に伴い、他者認知の
基盤となる視覚能力が整えられて行くこと
を確認した（図 3）。	 
	 

図 3	 トラフコウイカにおける視力の発達過
程．（日齢に伴い視力[VA]が発達する；黒丸
は平均値、細縦線は標準偏差、黒線は相関直
線）	 
	 
	 以上のように、本研究の遂行により、イカ
類の他者認知と社会構築を理解する上で重
要と思われる事柄を明らかにすることがで
きた。今後は、イカ類において個々が集まっ
て群れという集団を形成した際、それがどの
ような仕組みにより集団としての振る舞い
を示すのか、集団全体の行動特性について明
らかにする必要がある。	 
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